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景観まちづくりを推進

市民の声から、行政・民間・議員が

共に考え、成果が出ました

2023/2/26発行

何らかの開発行為

都市計画課
まちづくり
推進課・
みどりの課

土木

大規模開発
事前協議

広告物
電柱、路面
標示など

公園や整備中エリ
アの工作物

×◎ 景観アドバイザーの助言
をもとに、景観調整

住民からの要望を
もとに、その都度
職員が対応

なし。
問題が発生

東京電カパワーグリッド株式会社は、

森に隣接する電力供給を担う電柱

について、森の景観及び環境を保全

したいという市の要請を受け、令和

7年度に電柱を撤去し電線を地中

化する方針を決定。市では、引き続

き景観の保全に向け、事業者と協議

を進めていくとのこと。住民の方々

が、およそ2年にわたり勉強会を継

続してくださったことが、行政・民間

をも動かす原動力になりました。

市民の声をもとに、議員が共に考え動き、成果を生み出す

景観まちづくりを推進するためのガイドラインを策定し「都心

から一番近い森のまち」への景観誘導を実施してきた流山市

ですが、電柱や路面標示の景観を調整するプロセスがなく今

回の問題が発生。関連の指針を定めることを求めました。

道路工作物も景観に配慮するルールづくりを！

議会中継

森の景観を気に入って住宅を購入したのに電柱が・・という相談が入り、勉強会が立ち上がりました。令和3年8月

もともとは電柱がない、美しい市野谷の森の景観 いきなり森の前に電柱が。。何とかしたいと相談が 問題解決にむけて、住民、行政、民間、議員で共に様々な

知恵だしを行う勉強会を開催（約２年間）。住民の方々の

冷静でしっかりとした会議運営に感謝申し上げます。

市野谷の森の前の

電柱の地中化が実現

根本的な課題を改善するために議会で訴えました

災害時の主要な道路であること、景観

まちづくりが理解され、民間が動いた

令和５年２月令和４年１月



道路上工作物の

景観ガイドライ

ンの策定が実現

道路上工作物におけるガイドライン策定の進捗を議会で確認令和5年2月

自己主張の強い広告物が乱立景観まちづくりを推進してきた流

山市。建築開発時には景観調整を

実施するものの、広告物やガード

レールや車止めといった防護柵、

カーブミラー、標識などの道路上

工作物については明確なルールが

ありませんでした。派手だと景観

が台無しに。そこでガイドラインを

策定するよう要望し、ついに実現

しました。

50年後も価値の

下がらない街を

目指して

人口減少時代にあっても価値の

落ちない街づくりを実現するに

は、地域を特色づける景観に配慮

し、主張の強い色彩や形状を規制

することも必要です。

（赤などの現職でない）

景観配慮された安全ポール

景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
「
近
藤
み
ほ
」
は

常
設
の
立
て
看
板
を
設
置
し
ま
せ
ん
。

流山に溶け込む景観に調整する必要があります

広告物ガイドライン～デザインのたまてばこ～より

グリーンチェーンを推進してきた流山市。みどりが映える景観に

調整する必要があります。

自然の「みどり」が映える「まちなみ」
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